




















































質問項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
１　自身の授業力向上につながっていると感じるか 15.4 38.5 30.7 15.4
２　取組に対しての充実感は感じるか 7.7 46.2 38.4 7.7
３　他教師と協働的に取り組めている意識はあるか 7.7 30.8 46.2 15.4
４　自身の授業の良さを感じ取れているか 30.8 38.5 15.4 15.4
５　自身の授業課題を感じ取れているか 0 61.5 30.8 7.7
６　自身の授業改善のモチベーションは上がったか 15.4 46.2 23.1 15.4










































展開を真剣に討論したりする様子が見られるようになった。　   














































分類 評価項目 第１期（４～７月） 第２期（８～12月） 第３期（１～３月）
構想
１ 教材分析・解釈 1.95 2.1 2.28
２ 本時のねらいの設定 1.65 2.25 2.4
指導
３ 適切な教材の提示や活用 2.1 2.1 2.28
４ 分かりやすい発問構成 1.8 1.8 2.16
５ 分かりやすい板書構成 2 2.25 2.4
６ 自分の考えの記述 1.8 1.95 2.28
７ かかわり合いの場の設定 1.8 2.1 2.4
８ 個別の学習状況把握と支援 1.8 2.1 1.92
９ 学習課題，まとめ，振り返りの設定 1.6 1.65 2.16






















































授業力向上 同僚・協働性 達成感 改善意欲 自身の気づき
20代（女性） Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ
30代（女性） Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ
30代（男性） Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ




質問項目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
１　自身の授業力向上につながっていたと感じたか 76.9 23.1 0 0
２　取組に対しての充実感は感じたか 69.2 23.1 7.7 0
３　他教師と協働的に取り組めた意識はあるか 92.3 7.7 0 0
４　自身の授業の良さを感じ取れていたか 53.8 15.4 23.1 7.7
５　自身の授業課題を感じ取れていたか 61.5 30.8 7.7 0
６　自身の授業改善のモチベーションは上がったか 76.9 15.4 7.7 0
































２）佐藤　学  「授業を変える学校が変わる」　小学館 　2000年
３）永井聖二　「日本の教員文化ー教員の職業的社会化研究（１）」　教育社会学研究　1977年
４）新潟市立総合教育センター「授業づくりガイドブック（平成25年度版）」　2013年
【校内研究の取組を通して自身が変容したと感じた点（教師アンケートから）】
・学年部カンファレンスの設定された時間だけでなく，他の先生と教務室で授業の話をたくさんするようになった。
教師にも「対話」が必要だと改めて感じた。
・ノートの使い方を中心に思考を整理したり，児童が考えたいと思う導入の工夫について考えたりするようになって
きた。また，考えを収束することが自身の課題であることに改めて気付くことができた。
・問題点も含め，自身の授業スタイルが見えてきた。授業作りにおいて，児童たちがどうとらえ，どう考えるかをと
てもよく考えるようになった。特に，発問の言葉は，何通りも考えてどう理解するか等，児童の実態を重視するよ
うになった。それに応じて，児童たちの様子にも変容が感じられた。
・単元計画（本時までの学習内容の積み上げ）の大切さ，児童に気付かせる最終手段の準備等，自分の授業の癖に気
付くことができた。これを持続するために，定期的な授業研究と協議が必要だと考えた。
